
平成28年度事務事業評価表（平成27年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
次年度
目標値

指標
（単位）

指標の種類 実績値 国 都 その他
特定財源に伴
う一般財源

一般財源 円 ％

□ ■ □ 平成27年度
平成28年度

目標値
平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度

100

管理課長
古澤　毅彦

100

補助
事業

□ 該当 □ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

市独自
上乗せ

□ 該当 □ □

特定
財源

□ 該当 □ 該当（廃止年度　　　年度） 100

事業
形態

□ □ ■ □ □ □ その他（　　　　　　　  ） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ その他（　　　　　　　  ）

その他 □ □ 対象(平成　　年度）
増加を目
指す指標

100

■ □ □ 平成27年度
平成28年度

目標値
平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度

管理課長
古澤　毅彦

補助
事業

□ 該当 □ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

市独自
上乗せ

□ 該当 □ □

特定
財源

□ 該当 □ 該当（廃止年度　　　年度）

事業
形態

□ ■ □ □ □ □ その他（　　　　　　　  ） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ その他（　　　　　　　  ）

その他 □ □ 対象(平成　　年度） 　

□ ■ □ 平成27年度
平成28年度

目標値
平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度

60

管理課長
古澤　毅彦

74.2

補助
事業

□ 該当 □ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

市独自
上乗せ

□ 該当 □ □

特定
財源

■ 該当 □ 該当（廃止年度　　　年度） 76

事業
形態

□ □ ■ □ □ □ その他（　　　　　　　  ） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ その他（　　　　　　　  ）

その他 □ □ 対象(平成　　年度）
減少を目
指す指標

75.8

□ ■ □ 平成27年度
平成28年度

目標値
平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度

管理課長
古澤　毅彦

補助
事業

□ 該当 □ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

市独自
上乗せ

□ 該当 □ □

特定
財源

□ 該当 □ 該当（廃止年度　　　年度）

事業
形態

■ □ □ □ □ □ その他（　　　　　　　  ） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ その他（　　　　　　　  ）

その他 □ □ 対象(平成　　年度）

5 52

8

小平市 東村山市 清瀬市 西東京市

事務事業
番号

事務事業の概要 事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

生活の安全・安心の向上

単位当たり
コスト

事務事業名

基本事業番号・名住みやすさを感じるまち 06-03施策番号・名 06 交通安全の推進

活動指標
（手段の数値指標化）

指標
（単位）

実績値

目標達成率

総合評価（課題・方向性）：
バリアフリー新法の施行により道路の
大規模改修により、本事業も継続する
必要がある。

事業
内容
・

活動
手段

道路改良に合わせ老朽化した
道路照明の交換に伴う電柱共
架負担金の支払い

10 110

40,625

指定
管理

補助
金

目的
・

意図

薄暮帯から夜間において、ド
ライバー（自動車、オートバ
イ、自転車）に対し人影を認
識させることで交通事故を未
然に防ぐ。

業務フローに改
善の余地がある

52 245

評価目標値 事業費
（実績額）

①
（千円）

左記「事業費（実績額）」に係る財源
人件費

（理論値）

②
（千円）

トータル
コスト
①＋②

（千円）

特定財源 一般財源

成果指標（意図したこ
との結果の数値指標化）

事業費、人件費

　制度改正の
余地がある 　29年度の方向性 現状維持

237 347 34,700

06-03-04

管理課
道路・河川施設担
当

根拠
法令
等

自主的
(条例・規則等)

義務的
(法律・政令等)

努力義務的
(法律・政令等)

道路照明整備事業

行政
補完的

政策的 (改正実施年度　　年度)

上乗せ 横出し
道路照明
電柱共架
数

終期

対象

市道１０５－２号線

財政健全経営計画
実行プラン

対象 外部評価

説明：
道路補修５か年計画に基づき、道路を大
規模改修する際に生じる照明器具を企業
専用柱に設置する費用であり、フロー、
制度改正の余地はない。

給付
事業

該当

（国）道路法第16条

廃止予定
の有無

説明：
業務フローに変更がないため、設置数に
よりコストが大きく変動する。

 直営
（委託無）

全部
委託

一部
委託

82 243 32582

297 59,400

効率性 1 達成度 　

110

29年度の方向性 現状維持

84 20,522 2,200

76 17,451

28,843 343,369

効率性 3 達成度 　

業務フローに改
善の余地がある

18,322 8,321

説明：
　道路パトロールによる巡回や市民から
の要望を受け、道路利用者の安全を確保
する必要性から改善の余地はない。

説明：
トータルコストにおける人件費の比率も
低く、効率的に事業が運営されている。

総合評価（課題・方向性）：
評価：交通危険箇所を把握し、対策を
講じることは道路管理者の責務であり
今後も継続して実施すべき事業であ
る。

338,487

指定
管理

補助
金

目的
・

意図

安全施設を整えることにより
安全・安心な交通環境を図
る。

小平市

　制度改正の
余地がある 　

事業
内容
・

活動
手段

市民より交通安全施設設置の
要望をうけた箇所の調査を行
い、道路反射鏡、防護柵、警
戒標識等の新設設置を行い、
必要な安全施設の設置等の対
応を行った。また道路環境
（通学路等）の点検を実施し
た。

施策成果
アンケー
トによる
市内の道
路を通行
するとき
に危ない
と思う市
民の割合
(%)

2,149

7,139 24,819 186,609133 17,680

給付
事業

該当

（国）道路法第16条

全部
委託

一部
委託

15,302 8,274 25,725

財政健全経営計画
実行プラン

対象 外部評価

10,200 7,480

廃止予定
の有無

 直営
（委託無）

0 0 #DIV/0!0 0

06-03-03

管理課
道路・河川施設担
当

根拠
法令
等

自主的
(条例・規則等)

義務的
(法律・政令等)

努力義務的
(法律・政令等)

交通安全施設整備
事業

行政
補完的

政策的 (改正実施年度　　年度)

上乗せ 横出し

終期

対象

市内の道路利用者（車両・歩
行者）

道路反射
鏡・防護
柵等の設
置数(件)

東村山市

総合評価（課題・方向性）：
評価：交通量の現状と将来の予測を把
握するために行う交通量調査のデータ
は、道路設計、安全施設設置要望（横
断歩道、信号機）するために必要であ
る。
方向性：今後も存続する必要がある。
なお、調査については、外部委託を
行っている。

事業
内容
・

活動
手段

信号機・横断歩道の要望個所
における通過車両を調査し管
轄警察署に要望として提出を
おこなう。

　制度改正の
余地がある 　29年度の方向性 現状維持

1 49

2 92

130 130,000

効率性 1 達成度 　

説明：
交通量調査箇所数が減少したため。

 直営
（委託無）

全部
委託

一部
委託

92 81 173

財政健全経営計画
実行プラン

対象 外部評価

86,500

指定
管理

補助
金

目的
・

意図

交通環境の整備（信号機・横
断歩道等）の向上を図る。

小平市

0

業務フローに改
善の余地がある

49 81

説明：
業務フロー：全て外部委託を行ってい
る。
制度改正：制度が定められていない。

給付
事業

該当

（国）道路法第29条

06-03-02

管理課
道路・河川施設担
当

根拠
法令
等

自主的
(条例・規則等)

義務的
(法律・政令等)

努力義務的
(法律・政令等)

交通量調査事業

行政
補完的

政策的 (改正実施年度　　年度)

上乗せ 横出し

終期

対象

車両・人（通行者）

交通量調
査箇所数
(件)

東村山市 清瀬市 西東京市

廃止予定
の有無

48,611

効率性 5 達成度 　

説明：
修繕件数の増加がみられるが、件数当た
りの費用が少額であるため、単位当たり
のコストは減少している。

6,993 3,975 10,968 109,680

6,625 2,839 9,464 73,364

業務フローに改
善の余地がある

5,385 3,997

説明：
業務フロー：経年劣化による破損を防ぐ
ために破損前に修繕することで、市民の
安全を確保することができる。

総合評価（課題・方向性）：
評価：市道利用者を交通事故から未然
に防ぐため、設置した交通安全施設
（道路反射鏡、防護柵等）を適正に維
持管理することは、その施設管理者の
義務である。
方向性：今後も存続する必要がある。

事業
内容
・

活動
手段

交通安全施設（反射鏡・防護
柵等）の破損時においては、
現場実査をして修繕を実施し
た。

交通安全
施設を修
繕した割
合（％）

　制度改正の
余地がある 　29年度の方向性 現状維持

193 5,385

100 6,993

9,382

06-03-01

管理課
道路・河川施設担
当

根拠
法令
等

自主的
(条例・規則等)

義務的
(法律・政令等)

努力義務的
(法律・政令等)

交通安全施設維持
管理事業

行政
補完的

政策的 (改正実施年度　　年度)

（国）道路法第16条

廃止予定
の有無

 直営
（委託無）

全部
委託

一部
委託

指定
管理

補助
金

小平市 東村山市

財政健全経営計画
実行プラン

対象 外部評価

終期

対象

交通安全施設（反射鏡・防護
柵等）

交通安全
施設（反
射鏡・防
護柵等）
の修繕数
(件)

給付
事業

該当

上乗せ 横出し

清瀬市 西東京市
目的
・

意図

交通安全施設を適正に管理す
ることにより、交通事故発生
の防止を図る。

129 6,625

清瀬市 西東京市

東久留米市



平成28年度事務事業評価表（平成27年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
次年度
目標値

指標
（単位）

指標の種類 実績値 国 都 その他
特定財源に伴
う一般財源

一般財源 円 ％

事務事業
番号

事務事業の概要 事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

生活の安全・安心の向上

単位当たり
コスト

事務事業名

基本事業番号・名住みやすさを感じるまち 06-03施策番号・名 06 交通安全の推進

活動指標
（手段の数値指標化）

指標
（単位）

実績値

目標達成率

評価目標値 事業費
（実績額）

①
（千円）

左記「事業費（実績額）」に係る財源
人件費

（理論値）

②
（千円）

トータル
コスト
①＋②

（千円）

特定財源 一般財源

成果指標（意図したこ
との結果の数値指標化）

事業費、人件費

■ □ □ 平成27年度
平成28年度

目標値
平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度

道路計画課長
小林　徹雄

0

補助
事業

□ 該当 □ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

市独自
上乗せ

□ 該当 □ □

特定
財源

□ 該当 □ 該当（廃止年度　　　年度） 150

事業
形態

■ □ □ □ □ □ その他（　　　　　　　  ） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ その他（　　　　　　　  ）

その他 □ □ 対象(平成　　年度）
増加を目
指す指標

63

■ □ □ 平成27年度
平成28年度

目標値
平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度

道路計画課長
小林　徹雄

4,500

補助
事業

□ 該当 □ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

市独自
上乗せ

□ 該当 □ □

特定
財源

□ 該当 □ 該当（廃止年度　　　年度） 3,100

事業
形態

■ □ □ □ □ □ その他（　　　　　　　  ） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ その他（　　　　　　　  ）

その他 □ □ 対象(平成　　年度）
増加を目
指す指標

3,600

■ □ □ 平成27年度
平成28年度

目標値
平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度

道路計画課長
小林　徹雄

40

補助
事業

■ 該当 ■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

市独自
上乗せ

□ 該当 □ □

特定
財源

□ 該当 □ 該当（廃止年度　　　年度） 39

事業
形態

□ □ □ □ ■ □ その他（　　　　　　　  ） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ その他（　　　　　　　  ）

その他 □ □ 対象(平成　　年度）
増加を目
指す指標

39

上乗せ 横出し

34 1,005

対象根拠
法令
等

外部評価

行政
補完的

政策的 (改正実施年度　　年度)

対象

横出し

小平市

達成度3

東村山市 清瀬市

廃止予定
の有無

西東京市

東久留米市交通安全計画

 直営
（委託無）

説明：所轄警察署、東久留米自動車教習
所、東久留米市交通安全協会等と連携し
て実施している事業であるため、業務フ
ローの改善及び制度改正の余地はない。

効率性

義務的
(法律・政令等)

努力義務的
(法律・政令等)

業務フローに改
善の余地がある 　制度改正の

余地がある

東村山市 清瀬市 西東京市

32 840

政策的 (改正実施年度　　年度)
給付
事業

該当

市内小学校新入学児童

新入学児
童交通安
全指導日
(日)

29年度の方向性 現状維持

総合評価（課題・方向性）：
新入学児童と保護者を対象に、所轄警
察署、東久留米教習所、東久留米市交
通安全協等と連携し実施している事業
である。
人形劇公演や教習所での信号機の渡り
方等の体験から交通ルールを体得して
おり、交通安全運動に対して創意・工
夫をもって取り組んでいる。
児童の交通事故防止に努める必要か
ら、今後も継続して遂行していく。

財政健全経営計画
実行プラン

上乗せ

該当
給付
事業

業務フローに改
善の余地がある 　制度改正の

余地がある 　

補助
金

指定
管理

一部
委託

全部
委託

#DIV/0!

920,000

0 409

189

目的
・

意図

　

説明：
入学式の日程により、新入学児童に対す
る交通安全指導は、前年度事業として実
施している。

189 169 358 358,000

児童の交通安全ルール体得

1

756 164 920

事業
内容
・

活動
手段

所轄警察署、東久留米自動車
教習所、関係機関と共に交通
安全指導の実施計画連絡会の
実施、新入学児童に対する交
通安全指導の実施、人形劇公
演の委託などの活動

　29年度の方向性 現状維持

東久留米市交通安全計画 46 1,242 1,242 619 1,861 40,457

説明：所轄警察署、東久留米市交通安全
協会等と連携して実施している事業であ
るため、業務フローの改善及び制度改正
の余地はない。

総合評価（課題・方向性）：
所轄警察署、関係機関等と連携し、市
内小学校への交通安全教室や中学校に
おける「スケアードストレイト技法」
による実践的な交通安全教室を開催す
る等、小中学生に対し交通安全啓発活
動を実施するものである。また、春と
秋の全国交通安全運動、Ｔｏｋｙｏ交
通安全キャンペーン等の期間に様々な
広報及び啓発活動を行い、交通安全意
識向上や交通ルール・マナーの体得、
更には交通規則を遵守する市民意識の
醸成を図る効果がある。
交通事故を減少するためにも、今後と
も事業の効率化を図りながら、啓発を
進めていく。

事業
内容
・

活動
手段

所轄警察署・関係機関と共に交
通安全指導による広報活動、小
学校交通安全教室の開催による
啓発活動、中学校交通安全教室
(スタントマンを活用したスケ
アードストレート教室)交通安全
運動期間中の街頭指導や運転者
講習会開催による啓発活動、交
通安全キャンペーン実施による
啓発活動

運転者講
習会、交
通安全
キャン
ペーン等
開催によ
る参加者
数(人)

1,005 612 1,617

交通安全意識向上や交通ルー
ル・マナーを体得し、交通規
則を遵守してもらう。

小平市

財政健全経営計画
実行プラン

対象 外部評価

新入学児
童交通安
全指導参
加人数
(人)

自主的
(条例・規則等)

義務的
(法律・政令等)

努力義務的
(法律・政令等)

574

47,559

終期

409 165

1 756

効率性 4 達成度 　

説明：運転者講習会等の開催数が増えた
ため、効率性が増加した。

行政
補完的

根拠
法令
等

自主的
(条例・規則等)

義務的
(法律・政令等)

努力義務的
(法律・政令等)

終期

対象
市民（自動車・バイク・自転
車の利用者、歩行者）

運転者講
習会、交
通安全
キャン
ペーン等
開催数
（日）

廃止予定
の有無

 直営
（委託無）

全部
委託

一部
委託

指定
管理

補助
金

目的
・

意図

東久留米市交通安全協会

補助金交
付件数
（件） 1,800

行政
補完的

政策的 (改正実施年度　　年度)
給付
事業

該当

上乗せ 横出し

1

1 1,800

根拠
法令
等

自主的
(条例・規則等)

小平市 東村山市 清瀬市 西東京市

終期

対象

29年度の方向性

840 634 1,474 46,063

1,800 816 2,616 2,616,000

業務フローに改
善の余地がある 　制度改正の

余地がある 　

 直営
（委託無）

全部
委託

一部
委託

指定
管理

補助
金

目的
・

意図

活動を補助することで、東久
留米市交通安全協会で様々な
交通安全活動が実施できるよ
うになり、市民の交通安全意
識の向上が図れる。

現状維持

東久留米市交通安全計画・平成27年度東久留米市交通安全協会補助金交付要綱 1 1,800 1,800 825 2,625 2,625,000

説明：東久留米市交通安全協会は、市内
において様々な交通安全広報及び啓発活
動に取り組んでいるため、業務フローの
改善及び制度改正の余地はない。

総合評価（課題・方向性）：
東久留米市交通安全協会は、市内にお
いて様々な交通安全広報及び啓発活動
に取り組んでおり、市民の交通安全意
識の向上としての目的に効果がある。
協会の活動への支援は、市域の交通安
全生活の充実・市民の交通安全意識の
向上を目的としており、継続してい
く。

事業
内容
・

活動
手段

様々な交通安全活動を行う東
久留米市交通安全協会活動へ
の一部補助を行う。

交通安全
協会が各
種行事で
行なった
交通安全
活動・
キャン
ペーン等
の活動日
数(日)

効率性 3 達成度 　

廃止予定
の有無

説明：補助金交付件数、トータルコスト
ともに前年度と大きく変化がなかったた
め。

交通安全協会支援
事業

06-03-06

道路計画課
道路交通計画係

交通安全対策啓発
事業

06-03-07

道路計画課
道路交通計画係

06-03-05

道路計画課
道路交通計画係

新入学児童交通安
全指導事業

1,800 845 2,645 2,645,000
財政健全経営計画

実行プラン
対象 外部評価

東久留米市


